日本の農産物生産と流通の現状と今後
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日本の農業は、再生の前の死を迎えようとしている

今後10年間で農業を巡る構造が大きく変わることが予想される

それは戦後に枠組みが作られた日本農業の構造が初めて変わるということである

今回は、日本を訪れ様々な取組を紹介してくださるパネラーの方々と

日本国内で学ぶ学生の皆様に

日本の農と食がどのような道を辿り、どこへ向かおうとしているのかを

可能な限り平易に解説したい
１．日本農業のOverView

· 依然として低い食料自給率

· 2003年度は、カロリーベースで40%。

· 穀物の自給率28%（主要穀物は61%）

· これは先進国中最下位という数字である

· 就農人口の減少と高齢化

· 2003年度の総農家戸数は298万戸、ほとんどが65歳以上の年齢層

· 40歳未満の新規参入者はわずか12000人。いずれ農家総数は減少の一途

· 耕作放棄地の増加

· 高齢化、跡継ぎ無し等の理由での耕作放棄地が5.1%

· 耕作放棄地の復旧は困難であり、今後日本の耕地は減少の一途を辿ると言われる

２．日本農業を理解するための3つのテーマ

「農業形態」
…農家・農協とはなにか　それらはどのように成り立っているか

「生産」
…日本の農産物の生産のメインストリームと、それ以外

「流通」
…農産物は、消費者の手に届いて完結する。その中間

農業形態

· 戦後、マッカーサーによる農地解放で、地主～小作制が崩壊。農家が土地を所有する「自作農」へ転換。

· 戦後の食糧難の時期、農産物を確保するために、農家保護中心の政策が構築された

· 卸売市場制度：

· セリ（オークション）による公正な取引

· 農業協同組合制度：

· 農家をとりまとめる組織として形成。農家が生産に専念できるように、それ以外の業務（金融・購買・販売・営農指導等）をすべて代行

· 例えば米農家は一年に一度しか換金できる作物がつくれない。このため農協が農家に米代金を先払いする等のクッションとなってきた

生産

· 「産地」の形成　～小さな生産力を強大にするための政策が敷かれた。

· 多品目少数生産から少品目大量生産へ

· 百姓とは「百の作物を作る人」だったが、「産地化」により単一作物を大量に作る方向へとシフト

· 化学農法の進展

· 産地化が進み、地域に特定品目を集中的に生産するための技術が研究されるようになった。持続的な農業体系はメインストリームとはならなかった

· もう一つの物語～「オーガニックなるもの」は常にマイナーな存在であった

· 1970年代「宗教の時代」：

· 有吉佐和子「複合汚染」による問題提起

· 農家と消費者の「産消提携」の始まり

· 1980年代「運動の時代」：

· 大地を守る会、らでぃっしゅぼーや等の専門流通業者の台頭

· 専門流通業者だけで十万人超の消費者会員の獲得

· 1990年代「ビジネスの時代」：

· 一部消費者のみならず有機農産物のマーケット拡大

· スーパー等でも商品が並ぶように

· 2000年代「オーガニック冬の時代」

· 有機JAS規格の制定～有機農産物の規格厳密化

· 認定取得農家は少数。2003年度の有機農産物は国内総生産のわずか0.15%
流通

· 戦後から高度経済成長期までは、売手主導の市場が形成された

· 政策的に生産者が守られており、かつものがあれば売れる時代だったため、売手がパワーを持つ構造だった

· 卸売市場は、農協から出荷された商品はいくらであろうと売らなければならない。農協にとっては確実な換金システムとなった

· 大量の作物を高速道路等のインフラで遠隔地へ輸送する「大量輸送」の進展

· 卸売市場というハブを介して、農産物が金融商品として全国へ転送され駆けめぐるようになる。地産地消体制の崩壊が進む


こうした基本構造が、高度経済成長の終焉、バブル崩壊を経て、

一気に負の構造へと転換した。
３．農産物の農業形態・生産・流通の三者の関係の変化

高度経済成長期以降、売手主導から買手主導になり、

今日マーケットを左右するのは小売業者と、その先にいる消費者である

· 高度経済成長を経て、消費者の富裕化が進み、バイイングパワーの増大が進んだ。つまり、売手主導の時代に最適化された生産・流通の手法は成り立たなくなった

· 消費者の物的所有が一定のレベルに達し、「作れば売れる」の時代が終わった

· 更にバブルが弾け、消費の引き締めは日々の食費の削減に繋がった

· このため小売業者は消費者に対して、「安さ」を最大の訴求力とするようになった

· 生産・流通システムはこの変化に対応できず今日を迎えている

· 農産物価格の低下で、売手優位で構築された全てのシステムに狂いが生じた

· 現在、農産物の販売で「収益を出している」農家・団体は一握り

· また農協・流通業者も固定手数料制のため、農産物価格低下により収益が悪化

· 小売事業者は相場が高くなると輸入品を投入するようになり、安値安定が続く

· 補助金・制度資金投入の抑制

· 農産物価格の低下に対し、価格安定政策という補填金交付というスキームがある

· ただし公的事業としての農業関連予算は削減され続けている

· 農業の保護政策は限界に近づいている

農産物の安心・安全神話の崩壊

· 日本人は、農産物に対して盲目的安心感を抱いていた

· 農産物の内容表示義務は製造業と比べ非常にゆるかった

· 一部のオーガニック信奉者以外は、農産物の安全性に疑問を抱いてこなかった

· 一連の食品安全関連の事件が勃発

· 2000年6月　雪印事件勃発　日本最大の乳業メーカの信頼性が崩れる

· 2001年9月　国内でBSE牛が発見される

· 日本の国民はようやく「食品は100％安全とはいえない」事実に直面する

· 安心・安全への希求

· 一部ではなく一般消費者への危機感が増大

· 安全性確保のための法的整備等が進展（牛肉トレーサビリティ法　等）

· ただし現状の生産・流通システムは安心・安全性の確保を前提としていない

· 価格低下に対応するため、安心・安全性はなおざりにされてきた

· オーガニック的生産・流通組織は会員数数十万人レベルに留まっている

· 消費者および小売業者が要求する安心制を担保するためには、コスト増が必至

· しかし消費者は、依然として価格が高いものは買わない


そして農産物の生産・流通の再構築の時期がやってくる。

現在は、農産物生産・流通の構造改革前の「中間地点」である

· 現在の生産者の中心層がいなくなるまで、制度の抜本的改革は無理

· なぜなら政治の世界で農家票は未だ強力だからである

· 60・70代の農家が離農した後の耕作放棄地がどんどん大きくなり、農地の流動化をせざるを得なくなる

· 安心・安全に対応した生産方式の導入は、非農協から進む

· 農協から独立した生産法人の勢いが増している。しばらくはメインストリームには成り得ないが、技術・流通の両面で力を蓄えている

· 小売事業者は、一部の大手が安心・安全のPB化を進める

2011年からの新パラダイム（想定）

· あくまで山本の私見だが、、、2011年前後で大きく日本の農業パラダイムは変わる。

· 株式会社の農業参入が認められ、同時に耕作放棄地を救うため、農地の流動化が起こる

· これにより、「地主～小作制度」が「法人組織～農業社員」という形態で復活。意欲のある他産業からの農業参入が可能となる

· 消費ニーズ（安心・高品質・価格）に合わせた農産物の生産と流通システムが再構築される

ただしこのパラダイム構築に不可欠なものがある

それは、この日本の農産物の世界が最も獲得しなければならないものである

それは「食品としての適正な価格を守る」である

現在の日本の食品価格は、他国から輸入する農産物価格により成り立っている

信頼性の高い農産物を購入するためには、今より食品の価格が上がるということを

消費者が受け入れることができない限り、農産物の生産・流通は崩壊を続ける


つまり

生産と流通と消費の三者間の合意形成こそが

今後の日本の食料政策において最も重要な課題であると思われる

この合意形成には

· 食物に関する正しい教育

· 国家としての揺るぎない政策の提示

· 結果としての生産・流通・消費の適正化
が必要である

以上が日本の現状と、今後の展望と課題の小論である

